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研究成果の概要（和文）： 

 北海道に露出する白亜系蝦夷層群と根室層群において，浮遊性有孔虫化石，渦鞭毛藻シスト

化石による白亜系アプチアン階～マーストリチヒアン階に至る詳細な化石層序を樹立した．さ

らに，同区間の植物片の炭素同位体比層序と有孔虫殻のストロンチウム同位体比層序を統合す

るとともに，12 層準において凝灰岩の U-Pb, 40Ar/39Ar 年代測定を行い，高精度の標準統合層

序と年代モデルを樹立した．  

 
研究成果の概要（英文）： 

 I established detailed biostratigraphy of planktonic foraminifera and dinoflagerata systs 

in the Aptian-Maastrichtian sequence of the Yezo and Nemuro Groups exposed in Hokkaido, 

Japan. Based on above biostratigraphic correlations, I integrated carbon and strontium 

isotope stratigraphy and 12 U-Pb and 40Ar/39Ar radiometric dating of tuff beds. This 

integrated stratigraphy has enabled to high resolution international stratigraphic 

correlations. 
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１． 研究開始当初の背景 

 北海道に分布する地層群は，北太平洋

の白亜系の研究の標準地域となっているが，

その年代層序には多くの問題が残されてい

る．その原因として，年代決定に有効な示

準種があまり産出しない，砕屑岩を主体と

しているため化石の産出が連続的でない，

微化石と大型化石に基づく年代の解釈に相

違がある，などが考えられる．一方，近年，

周期性解析や化学元素を用いた年代対比手

法が発達し，古地磁気や化石を用いて年代

を決めることができない地層に対しても適
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応されるようになった．実際，蝦夷層群に

おいても，セノマニアン/チューロニアン境

界などで，炭素同位体比により年代を決め

ることができるようになった． 

深海コアや欧州の地層では，炭酸塩堆積

物の炭素同位体比を用いた標準曲線が作成

されており，地層の対比に威力を発揮して

いる．これに対して，北太平洋の大陸縁辺

の白亜系は砕屑岩を主体とし，炭酸塩をほ

とんど含まない．そのため，我々のグルー

プでは先行研究を行い，大陸縁辺域の堆積

岩中に普遍的に含まれる植物片の炭素同位

体比の変動が炭酸塩の同位体比のものと非

常によく対比されることを明らかにした． 
 
２．研究の目的 

本研究では北海道に露出する白亜系の

堆積物の蝦夷層群・根室層群に対して，植

物片を用いて炭素同位体比を測定し，微化

石層序と併せて高解像度の統合年代層序を

確立することを目的とした． 

蝦夷層群・根室層群は砕屑岩からなり堆

積速度が速く，数 mの間隔で試料を採取し

ても数千年の高解像度で分析することがで

きる．本研究により標準層序が確立できれ

ば，いままでにない高解像度の標準層序年

代尺度ができ，白亜紀の年代尺度として世

界の基準となるだけでなく，従来は年代を

決めることが困難であった陸成層の年代も

決定できる．その波及効果は絶大なものが

ある． 
 
２． 研究の方法 

（1） 試料の採集 

本研究では，北海道中央部に露出する蝦

夷層群と北海道東部に露出する根室層群

（下図）のアプチアンからマストリヒチア

ンに至る期間を対象に試料採取を行い，完

全な連続層序試料をそろえる． 

 

（2） 試料の分析 
 採取した試料から浮遊性有孔虫化石，渦鞭
毛藻シスト化石を抽出し，詳細な化石層序の
検討を行った．また，同時に抽出した植物片
の炭素同位体比，有孔虫殻のストロンチウム
同位体比を測定し，それぞれの同位体比変動
曲線を作成した．これらの層序を統合し，ヨ
ーロッパの白亜系模式セクションとの層序
対比を行った． 
 また，いくつかの層準については凝灰岩か
らジルコンを抽出し，U-Pb 放射年代，斜長石
やサニディンを抽出し，40Ar/39Ar放射年代の
測定を行った． 
 
４．研究成果 
（1）試料の採集 
蝦夷層群の試料採集については，北海道苫前
町の古丹別川，羽幌町の中の二股川，幌加内
町の朱鞠内川，芦別市の芦別川，夕張市の日
陰の沢の各セクションで合計 1500 サンプル
を採取し，根室層群については白糠町（）セ
クションにおいて合計500サンプルを採取し
た．これらのサンプリングによって，白亜系
アプチアンからマーストリヒチアンに至る
連続試料を採取することができた． 
（２）微化石層序 
 各セクションから採取した泥岩試料を，テ
トラフェニルホウ酸ナトリウム溶液を用い
て植物化石および浮遊性有孔虫化石を抽出
し，フッ化水素酸を用いて渦鞭毛藻シスト化
石を抽出した．ヨーロッパや北米の白亜系模
式階と共通の年代指標種については，浮遊性
有孔虫化石が 50 種，渦鞭毛藻シスト化石に
ついては 10 種が同定され，化石を用いた年
代対比精度は，従来の研究よりもはるかに向
上させることができた． 
（３）炭素同位体比層序 
 微化石処理によって抽出した植物化石片
を岡山大学理学部設置の質量分析計 GV 
Instruments 社製 Iso-Prime EA を用いて分
析し，炭素同位体比曲線を作成した．その結
果，アプチアンからマーストリヒチアンに至
る区間で 50 以上の対比基準面となるピーク
を見出すことができた． 
（４）ストロンチウム同位体比層序 
 羽幌－朱鞠内セクションで保存良好な底
生有孔虫化石および魚の歯の化石を抽出し，
そのストロンチウム同位体比を測定した．そ
の結果，魚の歯の化石については続成の影響
で妥当な値を得ることができなかったが，底
生有孔虫化石については，欧米のセクション
とほぼ調和的な値を得ることができた． 
 
（５）統合層序モデルの構築 
 上記，微化石，炭素同位体比，ストロンチ
ウム同位体比の変動を基に，高精度の国際年



 

 

代対比を行い，太平洋地域における標準層序
を樹立することができた． 
 
（６）放射年代 
 上記の結果を基に，蝦夷層群において見い
だされた白亜系の各ステージ境界において
挟まる凝灰岩の放射年代（U-Pb, 40Ar/39Ar
年 代 ） の測 定 を行 った ． その 結 果，
Albian/Cenomanian, Cenomanian/Turonian, 
Santonian/Campanian 階境界の年代値につい
ては，白亜系の標準年代尺度とほぼ誤差の範
囲内で一致することが明らかとなり，統合層
序による年代対比が正確であることが実証
された． 
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